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定朝37斤劫協各

ろ　す七　ろ一会一　一台一幸良第　7　6　-チ

=｢ P c L司-填-一書軒ノ頭顛:芽_B　と　鼻_ー金一

~協力希　う　敵　う　ご　て-ヽ→　ま　し　7㌧

帝填-_具　の　皆オ肴

一森林三谷･の千で　　言寄ノ蔓.　貞　一ヨこ



TPC囲碁請額署名と募金に協力東予射疑う=-て.いまし7･:.

奥tfl亀代手　練

渡辺　碍チ　凍

滞沢　チチ　希

美境の束碑林両方さん寸､ら頑いたお手叔L葡果します｡
L凋人参か簸嘉患身　方寸そろ各　国各　正利

碍沢　チチ

覇略　表i'につき奇手のご礁軌王達庖丁ゼて痛でます.
3.線月額臣高密糞を車掌する~諸轟署名と鼻各を同封敦しまL TIので

御確認してで丁い.

舟.ご市判でも受理したこと一号ギ遣う下丁い.碑羊はとうとう

ご亘育ちうま<んでL7IT｡

1ツElliHSKliんrlんは本の一手常t-J　3号(アfキ8月御子)

のふい､届いてぢうま<ん(阜38の奇行と開いていたのです叫

署名の来軌こついて車外をflが亡車椅子に上る衷老生請七のて_奇Pl

左入をに希え発け､ご協力を痛いている次第で.鬼瓦丈年中らの劫も

有るので日数も寸､寸､4ました｡

でもこうは署名浄動L盈C.て･地象の人をに薙嘉患者の置寸､tlて　●

いJる東嶺と直轟､敵に希する切真七帝そサーフ芝野T Yl･7つろうます｡

ネほろで1j:ろ各の与最とt,て9 6与を連.乞て与の皆丁んにぶ虜いと

車掌やY一木右のですが､号も守も方寸なろ劇ユr希少籍轟.与始(,疾嘉

患者の少ない槻患者をなのでITlね.守うLてこの与にか盟して
いる1}LT-ttは4t 6碑間i'客8,.虜､､ワブけている亨は一対も子､,活轟

音法と,開高生詩の千での商社の手だてですが~_　千の為にはス息は少

くても城見や竹中こなってー　同じ高名同義の直轟傭穀の丈嶺､閤轟
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生活上の嚢起駿を一声ら<ノかい確小T,希うことを_者わているのでLi
lfいてL上う小.勿港梢をの人の由布した上での亨ですが｡

幕沃了んのぶ子魚の丈中に　方寸七ろ各も与最がサ1fくなる1う千

亡上つと感ですと射ましかヾ_皐の身のtTE日にも-希少弊病で同

i-仲間;･額し辛U,ているノしそが服につでます｡

各わ<7-憂度の患者lユ身喪に静表せンターに虫砕けていくことも艶

しく患者の多数は　目を私立鱒の米食では七､,でしょう寸､｡

どう小紋見合革の｢ぞ寸､い｣にわとつご才暇.ご瀕汚寸してみて下さ

い｡宜Lく｡

良いご逢すL･f;命日1Sが●L f0キ希うともいhtlる冬粛軍とも

決別して′日も早い泰の日差しを仲で一たいと思､'ます｡

/996_ 1ー　′0　束子を妹　嗣苛

ご直音がおくrlてしま､,碑免1iT､､,束捧終了んのぶ子魚の内患は

もっとも七号と受け立U,ます｡

ちす1fろ各のす務風i役員やヾ少1Fく_ Jf寸､1f寸､ご車掌に答えtlliく

て.帝阜度は少しでも身長の皆さんの南まいてなる1うに審カし7t{

いと思います｡　　　　　　　　　　　　　　　　くす務局)



-捕.グー報一幕卜各-一兵の奄域

諜沃くに子棟　耳元　丸子嫁　til伺　曹恵棟　月席美点チ嫁

斬ご　ま丸務　田率異邦泉　放射攻チ棟　匿　名　凍
向山　希手塚　　小鳥　立見嫁

(噴不同で丈貴E･克之てちうます)

㈲頭手術も7ヾ如数え､風力も養えE･嵐してきまLT;｡ ｡早速に

点間頭ネ術で方的Y.I 37'ンマ-ナイフの錦絵通用E･真現してほい､｡

舷は亙っていますが､いつ出る小か､らず.生経た治Lj:し1fいと

まhtlています｡原田不朋の高見です｡将来矧こOPEも身えC rtる

為.ヌJ土亨の面でも悩んでいます｡

私事前日発病してい7'瑞でヰキ1別こ産米が雀く1j･上房碇に受診

餅T rtた.親友ステロイドの服用で病状とともに副イ細の不音や-希

うます･帝筑就労の為に北緯且に束まいたや､.嘉如Y遷化Llfい1う

に希っています.

皐は艶副こ瑞史T tlていませんやY.主語直小ら｢克治の見込み0.

と言htlています｡方寸JEろ各に入谷して同L-く表見で1iやんでいる

ノしのお役にたて灯と思います.

(各尉こなって下さるT-Iけでも,励みにセづます｡す務局)

高見に1iってしまっlIhL上良く付き谷-,て.いいなけrl灯ならないと

と思います｡ロの千が164どく食べる埠昔労し.7います(阜酎主夫轟勅

皆さんけどん1F赤沢1fの小_どん1(寮を飲んでいるのか1.高見の亨を

色を声うたいです｡

発病が出生と岡崎ですが.生後7カ月寸､ら幕LLのんで親友にい7Lてる

/ 8嵐で直歳費やYiほ負楓こなづます.寮代や､･･悩みです｡
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-チャ17　テ--ヾザ-

3月183日　　　　難病センター

3月′目(杏)の顔l 4_阜備1､与のお手斥いに車かしまし六｡

碑与までIi永柿詩コーナーでしわで_ 4年は家産経費コーナーで

主にバッタ､鞄崇でLT;ー多くの品蜘ヾち1.こYtを各軸売るのは

大変と思いまLTTやY_艦の軸の入違と承扱ってー　ほどんと走1ま

した.啓hlのほうは50円ー　′0円恵与ました｡

象れました寸で~-養い､ったです｡

すさ正月一食弔う

●

才芸山　鴬　嬢　　　　北野泉　凍　　蒔沢　寺子　棟

武可変チ　凍　　　　小才三年　棟

ビラも肴1簸うごてーいまし1-I.

男榔苛
一･十親碑

とごう　も希　4　線う

こ-て■ーヽヽ　ま｢｢



細く　のすて-　　　　子宗_尾　貞子

方寸'iろ各の紳何お過ごしでいらしヤいます小､ネども韓の不

匂由'i身にとうまして-幸い長い酸い､冬もやっと終わ卜外出が･出

来る執こなると思うT-It†で- tdも磨いや叫てなって射ます.
｢冬来た化は蕃違い目･.と旬射こ言い開小ゼ､長い冬に耐えて

香うました｡

こうLT湖-碑与のeFl1ゲ司(土)初夏のレクレーションで昔小

牧に吊る光祐且大骨の演習林見学に奉か丁<7滴でまし大帝の養い､

想い出L少し音か<て頂きます｡

車椅子でなけrl灯外出が不可瀧七本舶寸々ろ各の布すがでけ仰･
魂行革出来ま<ん｡

森林-;&1iビ尊い-Jj:開いて居卜最まい､と思うT-Iけて､人ごとと

思って原寸ました一千のEHiT息　′阜｣:‖こせ争校の司.Sかヾ希う

ましたが･森林浴くに引小rlまして_大切な向.忘一冬をキャンItルして

皐か7-寸て頑でまLナて｡

静粛･ttンクー前かレヾス#台に東卜貴い､槻んにEI E･李t,rt7

度うます由に北大の譲習練に着きまLl;｡

車椅子1Fので･ボランテアさんのポせ音にな卜演習林に入うました

見渡す線う,朝木灯小jて腔の軌ユIiDlr L卿二枚碑には不思議
1s世界でした｡行けども行けとも封灯小4､ 6月の.心地良い風を細

｣不に､か､･遠藤の千を.柵の暮づと号1乳石本こPlが遠藤浴七

のT-/･皐もこの号<L味わう和､-出束{;亨を帝LLと発達_方寸1Fろ各

役員の皆裸に息常了<ていlIT-Iきまは,美味い,ぢ寺巷を6月の碍

丸を浴ひ■なゥylら烏の鳴き声に耳L傾けつつ璃さまいた｡

束のコーナーのお尊LL Lます.
rIAと小鳥｣は右柵先生_　r二泉と動物.青耳佼軒先虹｢盲と

負.千野敏先生の∫鑑に如､rl鼻乱青空C)鉦に入る亨に七うまLT7

1JLは夫OY魚の阜P喝でケ小目E 4革新に埼埠で急転､.､TI LまL fI｡

号のえを偲t^17':く｢二束と魚.の鑑に牟かしましナこ｡

●

●



匂患i象(,このお仕官についてノ肴らrtますます_　や了い,千野先生

の脚月に盛勅鼓しまLTT.

車くすに貴い､小)-1の<ゼらぎー　この誌rlにやまべ_　いわなやヾ潅い

で居うまL7'=. )-1の本法は鼻の林に専らrlて太縁の鹿相月丸やヾ遺ら

什軒に一定.のせ7㌔了に掠たれ魚遠が往わる確になって.肴4までと小､

又封寸､ち虫革がLl蕗亡て､それが魚のノ句になると問でまLIT.

せヽ､僻耳が)71に倒rL　千こが●魚のイ主灸に七っていると.珍い､ぢ尊

L･伺い_　匂塵界の胡互武功の舌晴らL Tに盛働しまLTI.

己を蕗う直って.匂各の亨のみ身そ1sいて身近七人与にたい(,少し

でも包みで出来る温小い官尊ー行為として行いね灯と思わ了ilTI-碑

でLT<｡

●　　望見の美しさ_此処に権JL,で屠る先生に最ましてを覚えまいたとこ

ろ.克.生はブヒ夫_で蛸葺の碑に4u悦に出砕けるとー生見の汚丁に廟や､

著しく1f卜　f土号令や冬hふと早与に此処に見られると小.そうT-:ろう

と葬.寮了rtまLTT.

奇岩まは汚t17㌧生見に慣れて1fんともろうまゼんやYI_社史にモて空気

が帝展T-1'と.一塊まで美しく1fl7{{凍て与うやY'たい嵐一得亡でLT{が滑ら

PlT=埠札　止を桑こしてパスの人になうま(,T{｡

林のTbや寸＼1i命と毒づ,碑前山寸､ら湧き出る子音諦作中)-し小食の
･希う一世耳鼻地の朝木一.貴い､匂黍を清一契LT{一日でLT-I.号<でL

TT｡ノダこうして居てもろの風の匂いが.風のゼ<らぞ~やで革えて来る1

うです.

.ケキほどん1i毅行ケゞ埠hiます小その日L･養しみにして､,ます｡

f　て票芸子言｡い'郎叫と港､'ますが･締って朋ろく暮らし

杏晴らい､引こ1;谷･い出来ますのを暴LkにこYlでて終hら<て痛手

ます｡ご頚｡嬢1ろL叶う



亡よっVづと良いチ｣:ってる七良三

慮藤　埠を

後　一子こ

ろす1fろ76号がすっ寸､う遁rlてしまいました｡

7 7号は斬辛皮のお声ら<です｡早わに議基各のぢ皐,ら<で

御子t,ます.

卓絶Ii端8与∫772∫巧　く土)の予定です｡

禽県人　伯人参か弗素患者の各　解本朝阜′月13日第3億郵政物認可

泉鹿骨や東庄南･f孝適10TEl　難病センター由(512-3233)ISK289

発行人　北槻身捧嘩青身団韓定期利行物騒各　面"7え芙チ

右でなろ76号(各月/810日発行)1率100円(与最は合資に含まrtる)
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